青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年1月18日　担当：竹内　一貴

	登　録　者
	氏　名　富塚　勝幸　様　　　　　男・女　　　　　　　　　　昭和38年5月12日生（46歳）

	
	〒　八戸市尻内町字鴨ヶ池5－16　　　　　　　電話　0178－23－3899

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯　090－5235－1817

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	16歳頃
	罹 患 期 間
	約30年間

	
	入院回数
	13回
	延べ入院年数
	

	医療機関
	青南病院　（主治医：川端Dr）
	外来受診日
	毎週火曜日

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級

	
	その他
	うみねこ幸房作業工賃（現在計算中）　【うみねこ幸房評価：C評価】

	障害程度区分
	非該当
	負担上限月額
	1500円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	うみねこ幸房

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	平成12年5月9日
	身長
	168cm
	体重
	68kg

	最終学歴
	八戸高校中退
	免許・資格
	大検合格

普通自動車免許

	職　歴
	商店アルバイト、清掃等

	保　護　者
	氏　名　富塚　栄子　様　　　　　　　　　続柄　母　（同居　・否）

	利用目的

就労や生活上での困ったことに対して相談

	入院・治療歴　

①昭和54年2月～　　　　　　 　黒田内科入院　　　　　　　⑧昭和62年12月～昭和63年1月　  東京養和病院入院

②昭和54年2月～昭和55年　　　青森労災病院入院　　　　　⑨昭和63年　　　　　　　　　　　　　　〃

③昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑩昭和63年（1年間）　　　　　　　　　〃

④昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑪平成2年5月～平成2年7月　　　　　〃

⑤昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑫平成2年7月～平成2年10月　　  松平病院入院

⑥昭和56年6月　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑬平成2年10月～平成11年4月　　青南病院入院

⑦昭和58年（2ヶ月）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑭平成11年4月～現在　　　　　　  青南病院外来



	生活歴

八戸市にて出世。同胞3名の中間子。昭和53年秋頃より（本人中学3年時）自己臭を気にし始め、高校1年時の2月頃より、幻聴・被害関係妄想等出現。摂食障害、不眠となり、黒田内科へ数日入院となるが、青森労災病院紹介され入院となる。その後復学するが、以降4回入退院を繰り返し、中退している。その後、商店に勤めながら労災病院に通院しているが、頭がぼんやりする・治らないと思う等の理由で断薬し、昭和58年にも入院している。退院後、大学進学を目指し上京。アルバイトをしながら大検を受験し合格するが、その後も症状再燃し労災病院へ入院してる。以降も、幻聴・恋愛妄想等出現し、数回入退院を繰り返している。平成2年松平病院へ入院中にNSに対して恋愛妄想を抱き、追いかけ回し隔離室へ入室した際、衛生課へ不当だと手紙を書く等あり、平成2年10月に同院退院し同日青南病院へ入院となっている。青南病院で入院治療行い、その間に外勤等を行うが症状再燃する等有り、結局は退職している。平成11年4月20日、同院退院し自宅から作業所へ通院しながら求職活動を行っている。平成12年6月からは甲田クリーニングで社会適応訓練事業を利用していた。平成15年7月31日に社会適応訓練事業を終了し、引き続き甲田クリーニングでパート就労している。平成21年8月頃より被害妄想が強くなり、本人も就労を継続していくことが困難との訴えあり、平成21年9月末日付けで甲田クリーニングを退職している。退職後はうみねこ幸房を利用しながら、青南病院への定期的な外来受診を継続している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は母親と二人暮らしをしている。

母～主たる援助者。本人の病状・就労状況について心配はしているが、直接聞くことは出来ないと話しており、スタッフ側から本人の状態について定期的に情報提供する必要がある。宗教に入信しており、活動のため自宅を留守にすることが多い。

兄弟～姉は八戸在住。弟は仙台在住。時折電話で連絡を取り合っている。




平成22年1月18日　担当：竹内　一貴

	氏　名
	　富塚　勝幸　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年5月12日（46歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期：本人の作業能力に合致する職場へ就労する

短期：作業訓練を行い、就労への適応能力を養う


	これまでの経過

	【就労～退職について】

平成12年6月からは甲田クリーニングで社会適応訓練事業を利用していた。

平成15年7月31日に社会適応訓練事業を終了し、引き続き甲田クリーニングでパート就労している。平成20年2月頃「他者が怒られている時に自分が怒られている様に感じる」といったことや仕事中に他従業員と言い争いになるなど、状態悪化認められ短期間仕事を休み、同年3月頃から就労を再開している。その後も他従業員への被害妄想様の発言は時折見られていた。

平成21年7月労働基準監督署から労働条件に対しての指導が甲田クリーニングにあり、最低賃金が支払われていない状況であったため、最低賃金除外の手続きを行うよう指導がある。最低賃金除外手続きを行ったことで、雇用時間が午前10時～午後15時まで、賃金380円/時間となる。就労時間が変更になったことや、それに伴う周囲の変化、支援者側の介入が不適切だったことから「余った時間で幻聴が聞こえる」、「周りからのいじめや嫌がらせがエスカレートしてきている」と被害妄想が強くなり、仕事を休み休養を取る・職場との面談を設定し環境調整を図るなどの対処を行うも、本人も就労を継続していくことが困難との訴えあり、平成21年9月末日付けで退職となる。

【うみねこ幸房での様子】

退職後、担当医より一般就労先を探すよう指示があるが、就労先が見つかるまでの期間としてうみねこ幸房を利用するよう指示がある。本人は以前もうみねこ幸房を利用していた経緯があることから、拒否無く利用を希望し、平成21年10月30日より体験利用を開始。

うみねこ幸房利用時の本人の様子について幸房スタッフからは「作業の手順やマナーについて繰り返し説明するが、表面的な理解に留まり、行動が改善しない」「他メンバーに対して威圧的に接し場を乱すような行動が見られる」との情報提供がある。利用開始から1ヵ月後本人との面談を実施すると、「自分は（幸房での）作業が全く出来ない。ただ一般就労への最後のチャンスだと思うから、しっかり訓練をして作業を身につけたい」と話している。

　実際の本人の作業能力を把握し、一般就労への支援を行う為に平成21年12月15日～18日までジョブコーチ支援を行っている。作業状況としては、業務を確認したり、他者の作業を見ながら工程を覚えたりと勤労意欲・取り組み意欲は非常に高い様子である。しかし作業手順を意識しすぎてしまい正確性に欠けることや作業中の焦りがみられる。そのため1つの工程を就労してから次の工程に移るような声かけを要する状況である。また指導に対しての理解力の乏しさ見られているが、自分からスタッフに対して確認を行うことは出来ている状態である。対人面に関しては他利用者に作業手順を教わりながら取り組まれているが、手順が以前自分の聞いたものと違うと話し、混乱していることがあり、その他利用者がいる前で「あの人とは合わないんですよ」とスタッフに話している。




【就労状況評価表】

	　　（1）作業的側面
	
	
	

	評　　価　　項　　目
	A
	B
	C

	  熱心に作業に取り組む
	○
	　
	　

	  集中して作業に取り組む
	　
	　
	○

	  終日コンスタントに作業に取り組む
	　
	○
	　

	  正確に作業する
	　
	　
	○

	  指示どおり作業する
	　
	　
	○

	  自分で工夫して作業に取り組む
	　
	　
	○

	  道具・機械・部品等を丁寧に扱う
	　
	　
	○

	  作業に慣れるに従って習熟する
	　
	○
	　

	  作業終了、事故・異常時に報告する
	　
	○
	　

	  指示が分からない時には質問する
	○
	　
	　

	  作業の準備・後片付けをする
	　
	○
	　

	  危険（物・箇所）に配慮し、対応する
	　
	　
	○

	  自分の仕事に責任を持つ
	　
	○
	　


	    (2)社会的側面
	
	
	
	
	
	

	評　　価　　項　　目
	A
	B
	C

	勤
務
習
慣
	 欠勤・遅刻・早退をしない
	○
	　
	　

	
	 欠勤・遅刻・早退の場合に連絡する
	○
	　
	　

	
	 勤務時間等の規則・規律を守る
	○
	　
	　

	
	 清潔な身なりをする
	　
	○
	　

	社
会
性
・
勤
務
態
度
	 日常の挨拶や返事をはっきりいう
	　
	○
	　

	
	 指示や注意に素直に従う
	　
	　
	○

	
	 他人の迷惑になることはしない
	　
	　
	○

	
	 周囲の人と協調して行動する
	　
	　
	○

	
	 休憩中の会話やﾚｸﾘｴｰｼｮﾝに参加する
	　
	○
	　

	労
働
の
理
解
等
	 仕事や作業への興味・関心がある
	○
	　
	　

	
	 働くことの意義を理解している
	　
	○
	　

	
	 自分で健康管理ができている
	　
	○
	　

	
	 家庭の援助・指導体制
	　
	○
	　


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	1 就労支援
	· 作業中に本人が指示に対して理解する事に時間を要すことがあったり、指示に対して混乱してしまうことがあるため、定期的にジョブコーチ支援を実施する

· 1回/月の頻度で本人の作業能力の評価を行い、本人のできている事、改善点を明確にし、関係機関で支援方針を統一する。

· 作業評価を実施し、ケアプランを作成し担当医と相談しながら、実際の職場へ向けての就労支援を行う

· 作業時の様子などうみねこ幸房との情報共有を密に行う

· 定期的な面談を実施し、訓練中の問題などについてSSTなどを用いて対処行動を確立していく
	　1ヶ月 

	2 本人の状態把握
	· 就労訓練でのストレスから、精神症状の悪化が考えられる為、本人の精神状態の観察を行う

· 服薬調整中のため、精神状態の観察に加え、身体状態の確認も行う

· 定期的に面談の場を設定し、本人の状態確認を行う

· 担当医・外来などの関係機関と連携を図り、情報共有を密に行う
	　1ヶ月


プラン計画者　氏名：竹内　一貴
















注）職務試行法実施中の状況について、各評価項目の該当する欄に○印を付けること。


A－本人のセールスポイントと評価できる。


B－普通またはそのままでも就労に支障はない。


C－改善する必要がある。




















